
 
令和７年度 第７回政策推進会議報告 

 

日 時 ８月 ５日 ９時３０分～１０時１０分 

場 所 ＷＥＢ会議室 

出席者 １７人 

 

１ 犯罪被害者等支援策の見直しに係る「市民意見聴取に係る施策の概要」及び「政 

策形成プロセス計画書」の公表について 
  危機管理安全局長から資料に基づき報告。（以下、質疑等） 

・（市長）犯罪被害者支援策については、現行制度の課題や見舞い金の取り扱い、性犯罪被害者

への手続き上の問題などに加え、民間団体による支援活動との連携の重要性も指摘され、条

例施行から 10 年を迎えるこの機会に全体の見直しを行うべきである。現在は、危機管理の

視点で検討が進められているが、保健や福祉分野とも関わるため、各局が情報共有を行い、

改善点があれば積極的に提案してほしい。 

 

２ 第５期あまがさきし地域福祉計画の策定に係る「市民意見聴取に係る施策の概要」 

及び「政策形成プロセス計画書」の公表について 
  福祉局長から資料に基づき報告。（以下、質疑等） 

・（市長）令和 9 年度から、あまがさきし地域福祉計画、尼崎市高齢者保健福祉計画・介護保

険事業計画及び尼崎市障害者計画・障害福祉計画のスタートが揃えられ、6 年スパンで一

体的に管理されるという理解で良いか。また、あまがさきし地域福祉計画の下にぶら下が

っている尼崎市こども・若者総合計画も同様のスケジュールになるのか。 

・（こども青少年局長）尼崎市こども・若者総合計画は今年度から新たなスタートであり、5年間の計
画である。 

・（市長）あまがさきし地域福祉計画には子供・若者も含まれるが、内容は高齢者や障害者の

内容がメインとなるため、福祉局でそちらに合わせていき、尼崎市こども・若者総合計画

は、あまがさきし地域福祉計画の趣旨も踏まえつつ、こども青少年局で独自に考えていく

という体制になっている、ということで良いか。 

・（こども青少年局）基本的にはそういった流れになるかと思う。今回、全体の土台としての

あまがさきし地域福祉計画になるので、おそらくこどもの分野についても記載はあると想

像している。また、この期間に児童相談所が設置されるといった環境も変わるところがあ

るので、個別計画である尼崎市こども・若者総合計画だけでなく、総合的なあまがさきし

地域福祉計画の方にも何らか盛り込まれていくと考えている。 

 

３ 尼崎市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画(生き生き！！ あま咲きプラン） 

(第 10 期)の策定に係る「市民意見聴取に係る施策の概要」及び「政策形成プロ 

セス計画書」の公表について 
  福祉局長から資料に基づき報告。 

 

４ 尼崎市障害者計画（第５期）・障害福祉計画（第８期）の策定に係る「市民意見 

聴取に係る施策の概要」及び「政策形成プロセス計画書」の公表について 
  福祉局長から資料に基づき報告。 

 

・（市長）（案件２・３・４について）これらの計画はもともと旧厚生省所管の法律に基づく義

務や努力義務として策定されたが、各分野との連携が重要であり、住民視点を重視して、施

策を考えることが必要である。高齢者保健福祉計画で介護保険料の上昇を抑制するためには、

フレイル予防など福祉局とスポーツ推進課の取組が欠かせず、これは福祉分野にとどまらず、

地域スポーツや働く・生きがい、認知症予防といった分野とも深く関連している。また、障

害福祉におけるインクルーシブの視点は、保育・教育分野との連携も不可欠である。このよ

うに、福祉局だけの計画として捉えるのではなく、高齢者など対象となる人に応じて、各局



がどのように貢献できるかを主体的に考えていただくことが重要であり、計画の具体化は今

年度から来年度にかけて進んでいくため、ぜひ福祉局のみならず各局にも関心を持って検討

に参加してほしい。 

 

５ その他 

〇危機管理安全局長から、令和７年度尼崎市防災総合訓練について説明。 

〇経済環境局長から、尼崎市場直送店認証登録制度について説明。 

・（市長）飲食店とのやり取りの中で、仕入先や食材の話が出た際には、市場の業者との取引

方法の案内するなど、市職員が営業マンの意識を持ち、日頃利用する飲食店等での会話を

通じて市場の利用促進につなげてほしい。アンバサダーのような名称を作って、チラシや

のぼりなどの市場との取引の仕方がすぐわかるような啓発物をどんどん作製し、各局色々

知恵を出しながら進めてほしい。 

〇消防局長から、令和７年度熱中症救急搬送状況について説明。 

 ・（吹野副市長）発生場所の中で、住宅の住居内が非常に多い。住居内にエアコンがない、あ

るいはエアコンがあるが稼働していなかったといった分析は行っているか。 

 ・（消防局長）救急隊の隊長等からの話では、ご高齢の方は、エアコンや扇風機を置いていて

もつけておられない、または現場に到着しても「全然大丈夫」と言うなど、温度の意識や

感覚が我々とは違うというところが見てとれる。 

 ・（吹野副市長）PRもその辺りを留意する必要がある。 

・（消防局長）救急の指導の部分でもお伝えしており、現場に到着してエアコンをつけたほう

がいいといった指示、指導もさせていただいている。 

以 上 

 


